
製造業安全対策官民協議会 サブWG向殿チーム
進捗状況及び今後の運営について

２．今回SWG 代表各社における危険源リストや発見的手法の事例を共有
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【未然防止型】

【発見的手法】

危険源
リスト

・鋭利な箇所
・回転体
・重量物 等

危険源は
どこにある？

職場内意見交換
（皆で得た情報を皆で生かす）

危険源リストから危険源を
特定

【再発防止型】

・災害事例
・ヒヤリハット情報

・個人の経験や危険感受性
から得られる気づき

事例や経験から危険源を
特定

過去にどんな
災害があった？

トップダウン

ボトムアップ

１．これまでのサブWGの活動内容について
リスクアセスメントの危険源の特定において、各業種からの事例をもとに、共通手法を探る。
前回WGでは、網羅的なリスクアセスメント実施には職場での意見交換による「発見的手法」が有効
であり、そのためには①わかりやすい危険源リストの用意と、②職場で意見交換を行うためのコミュニ
ケーションツールの２つが大切であるとの意見にまとまった。
今後はこの２点に関する各社の活動を共有しながら、危険源特定の共通手法を探り、提案する。

8/30のSWGでは、職場でどのようにリスクアセスメントが進められているか情報収集し、一部事例を
紹介・共有した。（社外秘情報を含むため、詳細資料は省略）

2021.09.16資料１

http://2.bp.blogspot.com/-wz7CPISpomQ/WR_KlIrpExI/AAAAAAABEXo/DD3kDGaOXXQev9fyeaON70RC3oLYseu8ACLcB/s800/figure_kaigi_hanashiai.png


50音 機械・設備

か 攪拌機 回転している箇所

ぐ グラインダー 回転している箇所

し シリンダー 伸縮・上下運動する箇所（隙間が狭くなる箇所）

せ 旋盤 回転している箇所 鋭利な箇所

ぷ プレス機 伸縮・上下運動する箇所（隙間が狭くなる箇所）

危険源の型

危険源の型 機械・設備 工具、原材料、製品、副産物 作業、環境

回転している箇所

伸縮・上下運動する箇所（隙間が狭くなる箇所）

内部に高圧がかかっている箇所

鋭利な箇所

重さのある物の動力による移動箇所

具体例

機械・器具等に係る危険源

①「危険源の型」をイメージしやすいワードに変換し、増やす。
②「危険源の型」から、関係する設備や工具・作業等の具体的な名称を収集。
業界特有の設備や言い回し等をできるだけ反映。

③具体的な設備や工具等の名称を左列に整理し、関係する危険源を判断できる新一覧を作成。

④新一覧を利用した目線でリスクアセスメントを実施。（新規、改訂、既存等どれでも可）
キーワードの効果に対し、実感を確認。（アンケート）

①

②

③

現在実施中

各社依頼

事務局担当

各社依頼

各社事例をもとに、設備や工具・作業等に、どういった危険源が潜んでいるのか判断しやすいツール（一覧）
を作成する。

【第１ステップ】 新一覧作成（2021年度活動中）

【第２ステップ】 新一覧の利用トライアルと使用実感の収集（2022年度活動予定）

整理

記入（追加）

３．今後の活動 「危険源」をもっとイメージしやすく（危険源リスト作成）
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ひとつの設備や工具
等に対し、複数の危
険源がある場合も考
慮。漏れの低減につ
なげる。

逆引きに
組みなおす。


